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観光庁のメディカルツーリズム推進に係る取組みについて

羽生正宗教授
　本日は御公務で大変お忙しい中、山口大学経済学部主催のシンポジ
ウム「メディカル・ツーリズムの国際的動向と日本の課題」に御出席
頂き、大変貴重な御講演を賜りまして誠に有難うございました。

溝畑宏長官
　今回このような機会を頂きましてありがとうございます。山口の地
を訪れ皆様と一緒に、現在注目されている医療観光につきまして講演
させて頂けましたこと非常に嬉しく思います。
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　本日はどうぞ宜しく御願い致します。

羽生正宗教授
　早速ですが、本年６月に閣議決定された新成長戦略に観光立国が含
まれており、観光庁でも観光立国政策を重要視しているようですが、
政策の実現に向けての観光庁の取組みをお聞かせ下さい。

溝畑宏長官
　観光立国に向けた大きな柱はインバウンドへの取り組みです。
　旅行サービス業における経済効果は2008年の3.2兆円から10兆円に
増えるとともに、雇用創出効果は56万人に達しております。この効果
を産業界や地域社会に実感していただき、旅行サービス業に新たな投
資を呼び込んでいかなければならないと考えています。
　ただ、各期の目標については、そのときの経済状況に左右されるた
め、見直しながら決めていく必要がありますが、訪日外国人旅行者数
を2013年1,500万人、将来的には3,000万人とする目標に向けて、日本
の観光の魅力を海外に発信するとともに、魅力的な訪日旅行商品の造
成等を支援するビジット・ジャパン事業を現在推進しています。11月
25日～ 26日には、さらなる訪日ツアーの造成と訪日外国人旅行の拡
大を図るために、ビジット・ジャパン事業の重点市場を中心に海外の
訪日旅行取扱旅行会社等の責任者等を招請し、旅行業界関係者のため
の日本最大級のインバウンド商談会「VISIT JAPAN トラベルマート 
2010」を開催する予定となっております。
　本商談会は、多くの海外の旅行
関係業者との訪日旅行商談が行え
る良い機会と考えております。
　訪日外国人3,000万人の目標に
向け、今後も引き続き
⑴�　重点市場へのプロモーション
展開とともに、東アジア４市場
への集中
⑵　MICEの開催・誘致の推進
⑶　国内の受入環境の整備
⑷�　「着地型観光」への取り組み
や自治体などの地域振興施策と
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の連携
　等について、地域の各関係者と
意見交流を深め、観光立国に向け
邁進して行きたいと考えておりま
す。

羽生正宗教授
　外国人宿泊者数が多い市区町村
や外国人入国者数の多い主要空港
や港湾といった地域を戦略拠点と
位置し、受入環境整備を進めてい
く必要がありますね。

　一方で、我が国でも医療分野の成長戦略として医療観光に関しても
本格的な検討を開始したようですが、我国においても海外からの患者
の受け入れに積極的に取り組む医療機関が少しずつ現れ、また、国に
よる健診サービスや医療観光に関する実証事業が始まるなど、日本版
メディカル・ツーリズムの発展に向けた動きが加速しつつあります。
　しかし、その一方で、この“メディカル・ツーリズム”に関しては、
言葉だけが一人歩きている側面があります。「そもそもメディカル・
ツーリズムとは何なのか？」、「メディカル・ツーリズムは日本の医療
制度や病院経営にどのような影響を与えるのか？」、「医療機関や国と
してどのような準備をすべきか」などの問題はほとんど議論されてい
ません。
　そこで山口大学経済学部では、「メディカル・ツーリズムの国際的
動向と日本の課題」と題し、メディカル・ツーリズムの国際的動向を
ご紹介していくとともに、みなさまと一緒に日本におけるメディカ
ル・ツーリズムについて考えるシンポジウムを開催することとなりま
した。

溝畑宏長官
　近年海外においてメディカル・ツーリズムという現象が注目されて
います。
　メディカル・ツーリズムによる市場規模は年々増大し、医療のグ
ローバル化が進んでいます。中でもアジア諸国が急速に市場を拡大
し、医療費が高額な欧米の患者が、医療費の安いアジア諸国に渡航

し、現地の病院で治療を受けるケースが増えています。

羽生正宗教授
　現在、少なくとも30 ヵ国の国々が海外からのメディカルツーリス
トの受け入れに応じており、毎年100万人を超える患者が海外へ渡航
し他国の医療機関で医療（治療）を受けていると言われています。
　受入れ側のアジア諸国も、外貨獲得を目的として、海外からの患者
を積極的に受け入れるメディカル・ツーリズムを国策で実施している
のです。その結果、例えばタイの医療業界は同国GDP（国内総生産）
を上回る年率15 ～ 20％で急成長しています。実は私も昨年度９月～
11月に亘り５度にタイ、シンガポール、マレーシア、インドのメディ
カル・ツーリズムを導入し推進している各国の主要病院を訪問致しま
したが、ツーリストを受け入れる病院は、五つ星ホテルに匹敵する高
いアメニティを誇っていて、そこで働く医療従事者たちもアメリカへ
の留学経験があるなど、高い医療技術が提供されていました。
　また今年度は中国の主要病院を数件訪問しましたが、中には日本の
病院へのアウトバウンドを希望している病院もありました。

溝畑宏長官
　観光庁では、医療観光の振興を図るために、医療関係者や法曹関係
者、旅行会社等の参画の下、 平成21年７月より「インバウンド医療観
光に関する研究会」を開催しております。

羽生正宗教授
　メディカル・ツーリズムを
目的とした外国人旅行者を増
やすための戦略などについて
意見が交わされるわけです
ね。

溝畑宏長官
　海外から患者を受入れる医
療観光は、日本にとって、国
際交流のみならず、国際貢献
や地域経済の活性化に資する
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ものとして期待されており、まずは、外国人患者等の受入れ体制整備
からスタートしようとしたものです。
　羽生教授も言われたとおり、中国の病院でも、患者の治療のために
日本の病院を紹介したいという希望を持っています。そのため医療観
光のマーケットは非常に大きいと考えています。

羽生正宗教授
　そうですね。中国の医療は伝統的な漢方医療が主なため、西洋医学
的な医療の進歩している日本に比べ手術後に長期の入院を要すると
いった事も考えられます。そのため、入院日数短縮を目的として訪日
する患者さんも期待できます。
　ただし、国際間での競争となると、医療の提供側としても、質の良
い医療行為を安価で提供する事が必要であり、患者などが来日しやす
い入国条件や滞在環境等を用意できるかどうかという点が大きな課題
となってきますが、それについてはいかがでしょう？

溝畑宏長官
　医療技術水準の高さや費用対効果の大きい日本国内の医療は国際的
に評価が高く、政府としても中国等をターゲットとした医療観光を成
長分野と位置づけています。今年６月には、治療・健診等で訪日する
外国人向けに「医療滞在ビザ」を設置する方向を打ち出しました。
　また、中国人観光客の誘致を本格化させるために、７月から中国人

向け個人観光ビザの
発給要件を大幅に緩
和しました。
　その結果、７月に
入って、発給件数が
前年同期の6.6倍の
ペースで増えており
ます。
　そうした動きに歩
調を合わせるように
医療観光を目指す動
きが我が国でも活発
化してきています。

羽生正宗教授
　韓国では既に2009年５月、病気
などの治療を目的に韓国を訪れる
外国人のための専用ビザが新設さ
れています。これは、韓国の医療
機関が外国人の患者に対するビザ
発給の手続きを簡素化するよう求
めていたものが実現化したもので
す。
　我国でも経産省や観光庁をはじ
め地方自治体レベルで研究を重
ね、訪日外国人の増大に寄与する
成長分野として注目していることから早期の実現が待たれるところで
す。
　また、そうした中、JTBが設立したセンターでは、外国人の予約手
続きの代行から、医療知識のある通訳や病院までの交通・宿泊手配な
ど、訪日外国人向け医療・健診目的のツアーを企画実施しているそう
ですが、実際メディカル・ツーリズムを導入するに当っては、こうし
たアレンジ事業者の存在がかかせません。
　先程お話致しましたが、昨年の秋、タイ、シンガポール、マレーシ
ア、インド、韓国のメディカル・ツーリズムを既に導入している142
病院にヒヤリング調査を行いましたが、実証研究でも医療サービスを
行う医療機関に加え、ビザ発行などの公的支援やまた、旅行代理店や
通訳など様々なサポートを行うアレンジ事業者との連携が不可欠であ
り、その重要性が指摘されています。

溝畑宏長官
　先端医療分野における世界トップクラスの医療水準の提供だけでな
く、日本独自のホスピタリティや観光ノウハウによる高付加価値化は
重要な課題です。
　観光そのものの充実のほか、定期的な診断によるリピーター化、新
たな観光需要の喚起、さらには地域活性化を目指すためにもアレンジ
事業者の存在は重要ですね。
　今後医療観光を推進していくためには、海外からの患者の受入れに
より医療の振興と国際競争力の更なる向上を目指すとともに、同行者



� �

観光庁のメディカルツーリズム推進に係る取組みについて

も含めた安全・安心と充実を図ることが重要となります。

羽生正宗教授
　医療事故等のリスク負担、渡航・滞在時の緊急時対応、治療費の支
払い方法、帰国後のアフターケア等、まだまだ課題が山積しています
ね。
　でもアジア諸国では、第二言語として英語が日常に使用されている
ため、さほど言語については苦労がないようですが、同様に我国の病
院に対して行った調査では、言語の問題が非常に大きなウエイトを占
めているという結果を得ました。
　とりわけ言葉の障壁が高いわが国でのメディカル・ツーリズムや医
療の国際化に於いては、優良な通訳の育成と確保が、前提として絶対
に欠かせない問題ですね。

溝畑宏長官
　医療ツーリズムを実施するに際
しては、前提として、アジア各国
をはじめとしてさらにロシアやア
ラビア各国からの患者が期待され
ます。そうすると言葉の障害をど
こまで取り除けるかが大きな問題
となってきます。特に医療分野で
は、非常にセンシティブな部分も
ございますので、医師や医療従事
者と患者とのコミュニケーション
は非常に重要な課題となります。

　また、接遇についてもホテルなどの施設のあり様と同時に、「おも
てなしの心」つまりホスピタリティが必要となります。

羽生正宗教授
　如何に医療通訳を確保するかという問題は非常に大きいですね。患
者と医師・病院側との間での意思疎通・情報交換や医療行為を円滑・
安全に行うためには、医療通訳の存在が必須ですし、インフォーム
ド・コンセントの観点からもその役割は非常に大きく、極めて正確な
伝達が必要です。

　現在いくつかの病院施設等では
患者自身の家族や友人、あるいは
ボランティアでの通訳が利用され
ていますが、彼らは専門的な訓練
等を通じての医療知識や技能等を
有しないため、米国などでの事例
を見ても、しばしば不正確で誤っ
た通訳をすることがあり医療過誤
の原因となっていると言います。
　韓国では、多数の言語に対応す
るのはもちろんですが、各国の文
化や宗教・食習慣等にも通じてい
る高度なレベルの通訳の養成に向けて国家の支援が行われているそう
です。

溝畑宏長官
　医療観光において、通訳を通した意思疎通に依存する割合が比較的
少ないと考えられる医療分野のものから手掛けるのが良いのではない
かと思います。

羽生正宗教授
　そうですね。単にセカンドオピニオンを求められる程度の内容な
ら、極めて取り組みやすいと考えますが、これに対して、重症患者の
治療を受けるとなると、患者と医師や病院との間で、厚い信頼関係が
なければできません。その前提として優良な医療通訳者の介在という
のはインフォームド・コンセントの観点からも欠かせない課題です
ね。
　一方で、日本人医師の手先の器用さなどは欧米の医師の追随できる
ものではなく、内視鏡の使用等に関して圧倒的に世界一の日本の医療
への期待は、世界中から極めて大きいものがあります。世界一のシェ
アーを誇る内視鏡の製作や操作に関する技術など、日本人の器用さが
際立つ分野です。
　また、癌の放射線治療法である「粒子線治療」についても世界的に
も定評があり、今後メディカル・ツーリズムの受入れが期待される分
野です。
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溝畑宏長官
　我国の医療機器の充実度合いに
おいてはOECD Health Dataにお
いても世界最高水準であるとされ
ておりますが、がん治療のための
重粒子線治療機器は世界でも日本
が最も多く稼働しており、重粒子
線治療の症例の多くが日本におい
て蓄積されています。海外からの
患者の受け入れに際して整えなく
てはいけないことは沢山あると思
いますが、日本の「医療」は、日

本が世界に誇れる技術であることは確かです。
　今では、東南アジアからも多数の学生がわが国に留学していること
から、今後、医療観光の推進による、中国等多数の患者等の受入れが
期待できることとなります。

羽生正宗教授
　現在我が国における「粒子線治療」施設は７施設ありますが、さら
に来年には鹿児島県指宿市で「がん粒子線治療研究センター」が、
また佐賀県では、「サガハイマット（九州国際重粒子線がん治療セン
ター）」が2013年の春には開設されるそうです。
　こうした最先端の医療施設は今後メディカル・ツーリズムの受入れ
が期待される施設です。
　私が調査しました実証分析でも明らかになりましたが、医療水準と
いう観点から言えば、アジア諸国でも各国のメディカルツーリストを
誘引するために、第三者評価としての「国際認証」の取得も重要と考
えており、韓国を除く４カ国は「国際認証の取得」をメディカル・ツー
リズム推進要因の重要項目として挙げていましたし、現に、多くの病
院が既にJCIの認証を得ています。ところが、非常に残念なことに、
我国の病院においては、JCIについては、認識が非常に低いのが現状
です。
　つまり、医師の間に国際競争力を高めようという意識が浸透してい
ないのが現状ですね。
　今後メディカル・ツーリズムを推進するにあたっては、第三者評価

として国際認証の取得は必須の条件となってくるのではないかと考え
ます。
　我国でも2009年８月の亀田総合病院における最初のJCI認証取得を
きっかけとし、病院認証が続くものと考えられます。是非ともより多
くの病院にJCI認証を取得してほしいと考えています。
　その他、メディカル・ツーリズム推進をめぐる問題点というのは何
が考えられますでしょうか？

溝畑宏長官
　例えば、OECD Health DataにおいてもMRIやCTのような最先端
医療機器の保有率は医療先進諸国であるドイツやアメリカと比べても
高いと報告されておりますが、そうした実態が海外諸国に認識されて
いないのが現状です。そのため、インターネット上のホームページに
よる情報開示は、日本でもかなり認められていますので、これを利用
して、外国人向け情報の開示について今後大幅に進めて行く必要があ
ると思います。
　「インバウンド医療観光に関する研究会」ではこうした意見を踏ま
え、多角的に検討していくことが必要だと考えています。

羽生正宗教授
　よく分かりました。国土交通省では、外国人旅行客の誘致に向けた
取り組みとして「観光連携コンソーシアム」において、厚生労働省や
経済産業省等の関係各省と連携して医療観光の施策を推進しているよ
うですが、それについて少し
お聞かせ下さい。

溝畑宏長官
　今後我国においても医療観
光への需要が高まることが期
待されることから、経済産業
省や厚生労働省といった関係
省庁と緊密に連携・協力し、
施策を総合的かつ戦略的に推
進していきたいと考えていま
す。
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羽生正宗教授
　各省庁の役割や連携案というの
はどのようになっていますでしょ
うか？

溝畑宏長官
　連携案では、観光庁が海外プロ
モーションや外国人患者等の渡
航・受入環境などの業務を行い、
経産省が翻訳や通訳を行う「医療
言語人材」の育成などの業務を、
また厚生労働省が患者を受け入れ

る医療機関の質向上などの業務を分担し、新成長戦略に沿い、緊密な
連携の下、
　　①海外プロモーション、
　　②外国人患者等の渡航・受入環境整備、
　　③旅行商品の多様化・高付加価値化、
　　④受入支援事業者の育成と品質確保、
　　⑤医療言語人材の育成・ネットワーク構築支援、
　　⑥医療機関のネットワーク化、
　　⑦受入医療機関の質の確保、
　　⑧魅力ある医療技術の可視化、
等について取り組んでいく方針です。
　訪日外国人3,000万人実現のためには、医療など成長分野と連携し
た観光の促進が重要であり、医療の国際化という世界的な潮流の中
で、医療観光は国際交流のみならず、国際貢献や地域経済の活性化に
資するものとして期待されています。
　例えば、健診に関しては、日本独自のホスピタリティや観光ノウハ
ウの活用により高付加価値化し、新たな観光需要の喚起などから地域
活性化を目指します。一方、治療に関しては、海外からの患者の呼び
込みによる医療の振興と、国際競争力のさらなる向上を掲げ、医療事
故などのリスク分担や治療費の支払いの方法の明確化等を課題に挙げ
今後戦略的に取り組んでいこうと考えております。

羽生正宗教授
　「観光連携コンソーシアム」や「インバウンド医療観光に関する研
究会」といった我国の観光立国へ向けての観光庁の取り組み、溝畑長
官の御活躍は報道を通し拝見させていただいておりましたが、本日直
接、貴重なお話しを伺うことができ、今後益々、急速に我国の観光立
国化が進展していくものと確信致しました。
　全米で最も優れた病院のひとつに数えられているアメリカのフロリ
ダ州ローチェスター市にあります総合病院メイヨー・クリニックで
は、まちづくりを含めて医療環境整備がされています。この町では医
療が基幹産業であり、世界中から多くの患者が集まって来ています。
　私はこれからも、医療を中心としたまちづくりの研究を続けて参り
たいと考えております。わが国でのメディカル・ツーリズムの推進に
あたり、今こそ多くの議論がなされる時期に来ていると思います。そ
の意味で、このシンポジウムは大変意義あるものになりました。
　本日は大変お忙しい中、誠に有難うございました。今後も溝畑長官
の更なる御活躍を心から祈念しております。


